
 

 

 

 

 

【珈琲を淹れて５０年】 

  倉敷市真備町には、ご夫婦で４０年以上に渡り、こだわりの珈琲を提供するジャ 

ズ喫茶「コーヒーハウスごじとま」があります。平成３０年７月豪雨災害から４年 

が過ぎ、当時の状況を振り返り、「ごじとま」の再出発への軌跡と珈琲への熱い想 

いを紹介します。 

 

【珈琲との出会い】 

１９７１年１１月３日（文化の日）、当時、学生だったマスターの高本さんが、特

徴的な円形カウンターで有名な京都の「イノダコーヒ三条支店」で飲んだ一杯の珈琲

にカルチャーショックを受けたことに「ごじとま」のルーツがあります。 

１８歳の時に観た、黒澤明監督の「生きる」という映画に感銘を受け、誰かの何か

の役に立つ生き方をしたいと、京都の老舗喫茶店「築地」で約１０年間修行をし、１

９８０年５月に真備町では初？当時は全国でも珍しいジャズ喫茶「ごじとま」が産声

をあげました。 

【３９年目の絶望】 

平成３０年７月豪雨災害で、真備町は水害の被害を受けました。「ごじとま」 

も被災し、店舗兼住居が５ｍ３０㎝まで水没しました。水が完全に引いて、現地 

を確認したときは、絶望感で声が出ませんでした。敷地には、土砂など様々な物 

が流れ着き、ドアは開かず、梯子を使って二階の窓から中に入りました。お店の 

中にあった真空管アンプ、手造りスピーカー、レコード、山積みの本など、３９ 

年をかけて積み上げてきた歴史（空間）は、見るも無残な状況となっていました。 

さらに、追い打ちをかけるように、親しくしていた近所の方の訃報にご夫婦は、 

悔しく切なくて泣き崩れました。 

当時の状況について、奥様は「地獄絵図を見ているようだった……」と振り返 

りました。 

 

【自分のことよりも誰かのために】 

当初は、お店の復興は後回しにして、ボランティアを振り分け・指導し、メディア対応などを行いました。

特に「メディア対応」は、どんなに忙しくても、また、どんなに答え辛い内容であっても対応しました。「真

備町のこと、水害のことを風化させてはいけない。」という想いで、未曽有の災害がもたらした真備の凄惨な

状況を全国に発信しました。その影響もあってか、「ごじとま」の被災を知り、全国のジャズ仲間からレコー
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ドが贈られました。東日本大震災で被災した宮城県の友人からも支援物資を届けていただきました。 

被災当初は、ただ立ち尽くし、呆然としているだけでしたが、心温まる多くの支援に背中を押され、再出発

を決意しました。先の見えないお店の復興にとりかかったのは、被災から２０日を経過した後でした。 

「思い出やモノなど、失った物は山のようにあったが、人のつながりや、人の暖かさのある行動に救われた。

」とマスターは当時を振り返りました。 

 

【再オープン】 

被災した方に、こだわりの珈琲を提供し、心の支えになることができればとい 

う想いで、その年の１１月に営業を再開しました。当時は、避難所で寝泊まりを 

されている方やキッチンが改修できず市役所から食事の手配を受けている方も多 

くいました。高本さん自身もみなし仮設住宅から通われて珈琲を淹れていました。 

店の駐車場にテントを張った状態での営業再開、また「カフェカーごじとま号」 

による珈琲の提供でしたが、このことが、被災者の方々の心の一助になったと思 

います（本格的な店舗の再開は、翌年の５月）。 

悲しいことばかりの災害でしたが、さらに、珈琲への情熱と「誠実に、地道 

に、真心を込めて」の経営への思いが強くなっています。 

 

【編集後記】 

 「ごじとま」には、２か月（偶数月）に一回しか作らないオリ 

ジナルスパイシーカレーがあり、幻のカレーとして人気を集めて 

います。現在は、週３日、４日の営業となっており、カレーは月 

末の土曜日と月曜日のみの提供です。ぜひ食べてみてください！ 

お店の経営について、お二人の目標は「マスターが現役で８８ 

歳まで店に立つこと」と言われていましたが、こだわりと思い出 

が詰まった「味・技・店の記憶」をずっと残していってほしいで 

す。（吉田 大紘） 

 

[ごじとま]   

https://www.okasci.or.jp/mabi-funao/05/gojitoma 

 

●倉敷・高梁川流域の絶対に残したい！「あの味、あの技、あのお店！」 

あなたが残したいと思う「あの味、あの技、あのお店！」を教えてください。 

当時のテント営業の様子 

 

現在の店内 

（スピーカーなどの音響設備は、 

オーディオ好きの仲間と作り直しました。） 

 

 

https://www.okasci.or.jp/mabi-funao/05/gojitoma

